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課題背景

成　　果

• 院内ネットワークの老朽化による故障増加への対応が必要
• 事務系ネットワークの保守対応に時間を要しており、運用保守体制の見直しが必要
•アクセスポイントの不足により、不通エリアが存在

• ネットワーク機器を一新し、安定稼働と保守運用コストの低減を実現
• 医療情報系と事務系のネットワークを統合し、保守窓口を一本化
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ネットワーク統合事例

菊名記念病院様

• 医療DXを考慮し、現場の要望に柔軟かつ迅速に対応したことで職員の満足度が向上
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〈事例のポイント〉
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既存ネットワーク【医療情報系】

既存ネットワーク【事務系】

新規統合ネットワーク　

ネットワーク統合

ແઢΞΫηε
ポイント	౷߹ʣ

インλʔ
ωοト

ϑΝイΞ
΢Υʔϧ

ϧʔλ

ϑϩΞ
εイον

ίΞ-�
εイον

菊名記念病院
医療情報システム室　課長
和田 耕一氏

菊名記念病院
医療情報システム室　
江上岳一氏
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　医療サービスの向上、職員の作業効率向上といっ
た観点から、病院内のデジタル化は不可欠となっ
ています。そうしたデジタル化の進展の基盤とな
るのが、安定性・信頼性の高いネットワークの構
築です。
　菊名記念病院様では、電子カルテシステムや検
査システムといった医療行為から会計まで一貫し
た医療情報システムを運用するためのネットワー
クと、インターネット利用や職員がメールなどに
活用する事務系ネットワークが設けられていまし
た。基幹システムである医療情報系ネットワーク
はベンダ保守を実施していましたが、事務系ネッ
トワークは保守契約を交わさず、ネットワーク機

器メーカーに故障時の対応を依頼していたといい
ます。
　医療情報系ネットワークの運用が7年を迎えた
ころ、事務系ネットワークの故障も目立つように
なりました。「事務系ネットワークも古くなり、機
器の不調や故障が気になっていました。しかしメー
カーに修理を依頼しても、早くても半日から1日
程度の時間がかかります。その間は事務系システ
ムが使えず、インターネットが使えなかったりメー
ルが送受信できなくなったりするため、業務が止
まってしまいます。運用保守体制は早急に改善す
る必要がありました」と、菊名記念病院医療情報
システム室の和田耕一課長は話しています。

　医療情報系のネットワークについて和田課長は
「大きなトラブルはなかったものの、運用開始か
ら7年も経てばサイバー攻撃への対応などのアッ
プデートは必要です。ネットワーク運用の効率化
やセキュリティの向上を狙って、医療情報系のネッ
トワーク更新を機に事務系ネットワークの運用改
善を図ることを目指しました」とネットワーク統
合の経緯を語ります。
　そこで院内にあるサーバの保守を担当するNEC
フィールディングに相談したところ、「驚くくらい
の速さでレスポンスがあり、すぐにネットワーク
の担当者を紹介してもらえました」と和田課長は
話します。

　NECフィールディングの提案内容は、医療DX
及びセキュリティ面を考慮した上で医療情報系と
事務系のネットワークの統合によって機器台数を
削減し、コスト抑制、障害ポイント削減を図ると
いうものでした。保守窓口をNECフィールディ
ングに一元化し、障害対応工数削減にもつなげる
狙いです。さらに、アクセスポイントの設置につ
いて、経験を基に再配置案を提示しました。
　ネットワーク更新においては、NECフィールディ
ングを含めて3社の提案が比較検討されました。
見積額や提案された機器の性能などに大きな違い
は見られなかった中、サポート体制には差があっ
たそうです。和田課長は「NECフィールディング
にはもともとサーバ保守を委託していたので、保
守品質の高さは分かっていました。医療機関向け
の導入実績も豊富で、医療分野に精通していると

いう安心感もありました」と語ります。また、
NECフィールディングの拠点は菊名記念病院様か
ら車で30分圏内にあるため、トラブルが起こった
時にも迅速にサポートが受けられるという期待を
寄せていただきました。
　加えて、NECフィールディングが持つノウハ
ウや情報量の多さも評価ポイントになりました。
医療情報システム室の江上岳一氏は、「NECグルー
プの企業としてメーカー側の情報を知っているこ
とや、全国に保守拠点があり数多くの知見を持っ
ていることを踏まえると、何かあったときにも安
心して問い合わせられるという信頼感がありまし
た」と話します。
　ネットワーク更新に際しては院内業務の効率化、
スタッフの働きやすさ向上に加えて、機器の故障
や障害が発生した場合にも院内への影響を最小限

にとどめられるか、という点が重視されました。
NECフィールディングの提案内容や保守体制は、
これらの重要ポイントを満たしていると評価され
ました。
　ネットワーク更新は2022年秋から具体的な検
討が行われ、2023年夏に更新作業が始まりました。
NECフィールディングでは、設計や機器構成にお
いてお客様とディスカッションを重ね、よりよい
構築を実現し、機器入れ替えの際は極力院内業務
に影響が出ないように進めました。現場の機器入
れ替えに立ち会った和田課長からは「設計段階か
ら我々の要望をよく聞いていただいたので、特に
大きな心配はありませんでした。実際の作業も土
日や夜間を中心に行われたので、院内業務への影
響もなくスムーズに進みました」と評価いただき
ました。

　医療DXを考慮し、働き方改革の一環として
Wi-Fi環境の再構築も行いました。従来はワーク
スペースや一部の病棟で通信が不安定になること
もあったそうですが、アクセスポイントの配置を
変更するなどして通信環境は大きく改善しました。
　現場からの問い合わせに対応する江上氏は、
NECフィールディングの対応は期待以上だと語り
ます。「我々が対応に苦慮するような問い合わせに
も、すぐに回答してもらえることには驚きました。
対応があまりに早いので、こちらが慌てることも

あるぐらいです」と喜んでいただいています。
　また、お二人はお客様要望に対する柔軟な対応
についても評価されています。「アクセスポイント
を設置した後、期待した通信速度が出ない場合も
あります。計画通りにいかないことでも、他病院
での対応実績を基にカバーしていただいたので
NECフィールディングに任せてよかったと感じて
います」（和田課長）、「小さな疑問でも相談すると、
現場に沿った提案を迅速に行っていただけるので、
いつも助かっています」（江上氏）とコメントいた

だきました。
　NECフィールディングでは、菊名記念病院様
以外にも横浜メディカルグループに属する他の医
療機関にも保守サービスを提供しています。「今後
は医療情報ガイドラインに基づくセキュリティ対
策を強化していきたいです。病院ごとに特性があ
り共通仕様でというのはなかなか難しいですが、
NECフィールディングには医療DX推進に向けて
引き続き支援してもらいたいと思います」（和田課
長）と期待が寄せられています。

≲導入の成果≳  ネットワーク統合と通信環境の改善で業務効率や職員の利便性が向上

≲選択のポイント≳  万全の保守体制と導入事例の多さが後押しに

≲導入の背景や課題≳  医療DXに対応すべくネットワークの安定稼働が課題に




